
柿のミズオ

水尾 学 氏

「柿のミズオ」代表の水尾成氏は、80歳を越えてなお現役で農園に立つ、柿づくり
の名人である。しかし近年脚が弱り始めており、さすがに長時間の農作業は困難に
なってきている。そのため、成氏の技術を次世代へ伝承することが急務だが、名人
の技を一から学ぶには手間も時間もかかるうえ、教える側も教えられる側もかなり
の忍耐が必要だ。そこで長男の学氏が考えたのが、「MOVERIO Pro」 
（BT-2000）を利用した遠隔指導である。その詳細や効果について伺った。

　とはいえ、長年の経験で培った名人の技を、一朝一夕で習得する
ことはできない。名人としても、教えながらの作業では仕事がはかど
らないし、お互いストレスもたまる。「面と向かって教えてもらってい
ると、つい人間同士の対立が生じてしまいます。特に親子だと仕事の
コミュニケーションは難しい」（学氏）。
　そこで、学氏が目を付けたのが、ウェアラブルデバイスを使った遠隔
指導である。両手が自由に動かせないと農作業ができないため、デバイ
スはスマートグラスを選択した。学氏は、「父が家から果樹園の様子を見
て指示できれば、素人でも名人の技を実践できます。間に機械が入るこ
とで、人と人との衝突が起きず、淡 と々作業に集中できます。名人も長
く現役を続けられ、生き甲斐にもつながると考えました」と語っている。

高齢の名人の技を次世代に継承したい

BT-2000

ニーズ・課題

高齢化が進む名人の技を次世代に伝えたい
エプソンの業務用スマートグラスで、スムーズな技の伝承を実現

背景

堅牢性や広い視野角、美しい映像、優れた装着感などを評価理由

Before 導入後After

柿のミズオ／株式会社パーシテック

業務用スマートグラス
MOVERIO Pro 導入事例
BT-2000

　滋賀県今津町で柿を生産する水尾
成氏は、滋賀県果樹品評会で1998年
に最高賞である近畿農政局長賞を、
2011年には功労賞を受賞するなど、
柿づくりの名人として地域では知られ
た存在である。柿農家の2代目で、約
60年間柿を育ててきた。水尾氏の果
樹園「柿のミズオ」では現在128本の
柿を栽培しており、従来繁忙期には家
族の手伝いを得ながらも、ほぼ1人で

柿を栽培してきた。80歳を越える今も毎日果樹園へ行き、脚立に
乗って作業もするが、足腰の衰えはいかんともしがたく、長時間の作
業は難しい。
　そのような父を見た長男の水尾学氏は、父の技術をなんとか継承
できないかと考え始めた。電子機器のハードウェア開発に従事して
いた学氏は、当初成氏の技術にそれほど関心があったわけではな
かったと、次のように語る。「会社員時代、取引先に年末のあいさつな
どで回る際、柿を配っていました。その評判が良く、注文をしてくださ
る方もいて、身近に競争力のある商品がある事に気づき、この技術
を継承しないのはもったいないと思い始めました」（学氏）。

　そこで、学氏が選んだのがエプソンのMOVERIO Proである。
MOVERIO Proは、両眼シースルータイプで、視線移動を最小限に抑
えるので疲労感が少なく、現場作業に最適な業務用スマートグラス
だ。その選択理由を学氏は、「雨に強く堅牢なので、屋外での農作業に
適しています。また、画面が大きく映像がきれいなので、作業者は視野
角が広く作業しやすいし、遠隔で見ている名人は果実の色つやまでよ
くわかり、的確な指示を出すことができます。フィット感にも優れ、両
眼タイプで見やすいので、長時間使っても苦になりません。アプリ
ケーションも多く、拡張性を備えている点も魅力です。なによりデジタ
ル世代の若い後継者は従来農業のイメージを変えるような格好良い
デジタル機器を求めており、最適なツールであると思います」（学氏）。

柿のミズオ／株式会社パーシテック
所在地：滋賀県高島市今津町南深清水 564
最寄駅：JR 湖西線 近江中庄 近江今津
御担当者：水尾学様、水尾成様
URL:http://www17.plala.or.jp/kaki320/
　　  http://www.persitech.com/

設置機種：MOVERIO Pro　BT-2000
導入箇所：自農園
対象物：柿の樹木、花、果実



柿のミズオ／株式会社パーシテック

業務用スマートグラス
MOVERIO Pro 導入事例
BT-2000

名人の技術を的確に伝え、若い世代へ技術伝承が可能に活用

名人のネットワーク化を目指す展望

■お問い合わせ
プロジェクターインフォメーションセンター　製品に関するご質問・ご相談に電話でお答えします

エプソン販売株式会社　〒160-8801 東京都新宿区新宿4-1-6 JR新宿ミライナタワー29階

受付時間：月～土曜日（祝日・弊社指定休日を除く）

＊左記電話番号はKDDI 株式会社の電話サービスを利用しています。
＊左記番号がご利用いただけない場合は、携帯電話またはNTT東日本、
   NTT西日本の固定電話（一般回線）からおかけいただくか、
   042-503-1969までおかけ直しください。

エプソンの業務用スマートグラス

価格 ： オープンプライス
液晶パネル画素数：横960×縦540

今回の導入機器

MOVERIO Pro　BT-2000

　学氏は、今回のシステムを同じような悩みを抱える他の農家にも活
用してもらおうと、株式会社パーシテックを設立し「名匠ネットワーク
320」というプロジェクトを立ち上げようとしている。MOVERIO Pro 
を使えば、成氏が自農園だけでなく、遠隔地の柿農家の指導も行え
る。「たとえば名人の監修を明記することで、名人のブランド化も可能
です。教わる側も品質向上や産地の知名度向上につながります」（学
氏）。この試みが、日本の農業を大きく変える日がくるかもしれない。

　柿農家で最も手がかかるのが春から夏にかけての摘蕾と摘果であ
る。特に成氏は大ぶりで形のいい果実を得意としており、果実が接近
することで起きる変形や小型化は厳禁だ。ただし、花の段階で果実の
状態を想像して摘花する花を選んだり、残った隣接する2つの果実
のうちどちらを取るべきかといった選択は、経験がないと難しい。こ
のような選択を、MOVERIO Proを使うことで、名人が遠隔から映像

を見て判断し、現場の作業者に指示
をする。なお、アプリケーションは、遠
隔作業支援システム「Opt imal  
Second Sight」を利用した。
　実際の作業は、学氏が果樹園で
MOVERIO Proを装着し、成氏が自
宅のパソコン前に待機して行われ
る。学氏が隣接する柿の実など確認
してもらいたい対象物を見ると、自宅
のパソコンにその映像が映し出され

る。成氏がマウスを操作してカーソルを摘果すべき実に合わせると、
学氏の眼前のモニターに映し出されるので、それを見ながら実を切
り落とす。会話もできるので、疑問なども確認可能だ。なお、日差しが
強い日は付属のダークシェードを装着。カメラはシェードの外にある
ので、シェードをつけても転送画像に影響はない。
　成氏もMOVERIO Proによる遠隔指導を高く評価しており、「最
初は少し手間取りましたが、2、3回で慣れました。畑で作業するよ
うな感じで見えるので、使いやすい」と語る。
　名人は体が弱っても現役を継続でき、弟子は名人が指示した作
業を繰り返すことで、高度な技術を習得できるため、技術伝承がス
ムーズに行える。

採用しているアプリケーションはMOVERIO Proパートナーの
OPTiM社のものだ。遠隔地から現場の状況をカメラ映像でリアル
タイムに把握し、グラス画面上に指示を書き込むことが可能。現場
にいるかのようなきめ細かな作業指示を行うことができる。

柿のミズオ

水尾 成 氏

学氏は、成氏の指示通りに果実を切り落とす。不明点があって
も、付属のマイク付イヤホンで成氏に確認できる。

成氏は自宅のパソコンの前に座り、慣れた手つきでマウスを操って、
摘果すべき果実にカーソルを合わせて指示を送る。

学氏がかけているMOVERIO Proのディスプレイに成氏
の指示が表示される。正面に表示されるので見やすい。

Optimal Second Sight

カメラ画素数：500万
質量：290g（スマートグラス）

＊画像はイメージです


